
数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」＜準備問題①＞

組 番 名前

１ 次の数量を，文字を用いた式で表しなさい。

（１）自動車に乗って３００㎞の道のりを走るとき，時速χ㎞で２時間走ったときの残りの道のり

（㎞）

（２）百の位の数が３，十の位の数がａ，一の位の数が４である３けたの自然数

（３）ａ円の品物を２０％引きで買ったときの代金（円）

２ 次の問いに答えなさい。

（１）χ＝２のとき，３χ－２の式の値を求めなさい。

（２）χ＝－３のとき，５χ＋１３の式の値を求めなさい。



＜準備問題①・解答＞数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」

１ （１）３００－２χ（㎞） （２）３０４＋１０ａ （３）０８ａ（円）.

２ （１）４ （２）－２



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」＜準備問題②＞

組 番 名前

１ 次の計算をしなさい。

（１） １０ａ－３－６ａ＋２ （２） ４χ＋２(χ－１)

（３） －３χ＋５－(３χ－５) （４） ４χ－１０＋(－６χ＋８)

（５） －５ａ－３－(－７ａ＋７)

２ 次の計算をしなさい。

（１） ２(２χ－３)＋３(χ－１) （２） ４(ａ－２)－５(ａ＋３)

（３） ３(２χ＋３)＋４(χ－５) （４） ６(２ａ－１)－７(ａ－２)

（５） －４(３χ－２)－３(２χ＋４)



＜準備問題②・解答＞数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」

１（１）４ａ－１ （２）６χ－２ （３）－６χ＋１０

（４）－２χ－２ （５）２ａ－１０

２（１）７χ－９ （２）－ａ－２３ （３）１０χ－１１

（４）５ａ＋８ （５）－１８χ－４



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」＜基本問題＞

組 番 名前

１ 次の計算をしなさい。

（１） ３χ－５ｙ＋２χ－４ｙ （２） －６(２χ＋３ｙ)＋７(χ＋４ｙ)

（３） （－３χ) （４） ３０ａ÷(－５ａ)３

（５） ３６χｙ÷(－８χ)×(－２χｙ)



＜基本問題・解答＞数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」

１（１）５χ－９ｙ （２）－５χ＋１０ｙ

３ ２（３）－２７χ （４）－６ （５）９χｙ

【 】解説

（５） ３６χｙ÷（－８χ）×（－２χｙ）

← 除法を乗法に直す＝ ３６χｙ× ×（－２χｙ）

← 分子と分母に注意する！＝

２＝ ９χｙ

（－
８χ

１
）

３６χｙ× ２χｙ
８χ



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」＜応用問題①＞

組 番 名前

１ 次の計算をしなさい。

１ ２ ＋５ｙ －３ ＋２ｙ３ χ χ
（１） ―（χ－ｙ）＋ ―（－２χ＋３ｙ) （２） －

４ ３ ４３

２ Ａさんは，次の文字式の計算を枠の中のように計算しましたが，この計算には誤りがあります。

誤りを直して正しく計算をしなさい。

χ －４ －２ｙ２ －３ｙ χ
－

３２

【Ａさんの計算】

６をかけて分母をはらう。 ３(２χ－３ｙ)－２(－４χ－２ｙ)

（ ）をはずす。 ＝６χ－９ｙ－８χ－４ｙ

同類項を集める。 ＝６χ－８χ－９ｙ－４ｙ

計算する。 ＝２χ－１３ｙ



＜応用問題①・解答＞数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」

１ １ χ＋３ｙ
１（１） χ＋ ｙ （ または ）

１２ ４ １２

１７χ＋１４ｙ １７ ７
（２） （ または χ＋ ｙ ）

１２ １２ ６

２ －３ｙ ３(２χ－３ｙ)－２(－４χ－２ｙ)χ －４ －２ｙχ
２ － ＝

６２ ３

６χ－９ｙ＋８χ＋４ｙ
＝

６

１４χ－５ｙ
＝

６



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」＜応用問題②＞

組 番 名前

１ 次の計算をしなさい。

（１）－４ａｂ×３ａ÷(－６ｂ) （２）－３６ａ ｂ÷３ａｂ÷(－３ｂ)２

２ χ＝２，ｙ＝－３のとき，４χｙ ×(－２χ) ÷６χ ｙ の式の値を求めなさい。３ ２ ２

３ 辺の長さがａ㎝，ｂ㎝の長方形を， ｂ㎝

ａ㎝図のように，対角線の中心と長方形の

角を合わせるようにして，規則正しく

重ねていきます。

長方形をｃ枚重ねたときにできる図形の

面積を求めなさい。



＜応用問題②・解答＞数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「式の計算」

４ａ
１（１）２ａ （２）２

ｂ

【 】解説

（２）－３６ａ ｂ÷３ａｂ÷（－３ｂ）２

＝－３６ａ ｂ× ×２

＝

＝

２ ４８

【 】解説
３ ２４χｙ ×(－２χ)

← 計算して簡単にする４χｙ ×(－２χ) ÷ ６χ ｙ ＝３ ２ ２

６χ ｙ２

３ ２４χｙ ×４χ
＝

６χ ｙ２

２８χｙ
＝

３

← 簡単にしてから代入ここで，χ＝２，ｙ＝－３ を代入すると
２ ２８χｙ ８×２× (－３)
＝

３ ３

＝ ４８

３ａｂ

１
（－

３ｂ

１
）

３ａｂ× ３ｂ
３６ａ2ｂ

４ａ

ｂ



３ａｂｃ＋ａｂ
３ （㎝ ）２

４

【解説】

枚 １ ２ ３ ４ ・・・・・ ｃ

面積 ａｂ ・・・・・

上の表から，ｃ枚を重ねたときの面積は

＝

＝

3
4

ab× 1+ab
3
4

ab× 2+ab
3
4

ab× 3+ab
3
4

ab× (c-1)+ab

３

４
ａｂｃ－

３

４
ａｂ＋ａｂ

３ａｂｃ＋ａｂ

４

３

４
ａｂ（ｃ－１）＋ａｂ



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜準備問題①＞

組 番 名前

次の数量を，文字を用いた式で表しなさい。

（１）百の位の数をａ，十の位の数を３，一の位の数をｂとする３けたの自然数

（２）真ん中の数をｎとしたときの連続する３つの自然数

（３）片道χ㎞の道のりを，行きは時速ａ㎞，帰りは時速ｂ㎞で往復したときにかかった時間

（時間）

（４）濃度１０％の食塩水ａｇにふくまれる食塩の量（ｇ）

（５）濃度ａ％の食塩水３００ｇにふくまれる食塩の量（ｇ）

（６）図のように，縦５㎝，横ｂ㎝の長方形から，縦ｃ㎝，横６㎝の長方形を切り取ってできた図

形の面積（㎝ ）２

ｃ㎝ ６㎝

㎝５

ｂ㎝

（７）１辺２ａ㎝の正方形から，正方形の内側で接する円を切り取ってできた図形の面積（㎝ ）２

ａ㎝２

【思・判・表】

【思・判・表】



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜準備問題①・解答＞

χ χ
（１）１００ａ＋３０＋ｂ （２）ｎ－１，ｎ，ｎ＋１ （３) ＋ （時間）

ａ ｂ

（４）０１ａ（ｇ） （５）３ａ（ｇ） （６）５ｂ－６ｃ（㎝ ）. ２

（７）４ａ －πａ （㎝ ）２ ２ ２



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜準備問題②＞

組 番 名前

１ ｎを自然数とするとき，いつでも奇数になる式を，次の式の中から選び，○で囲みなさい。

ｎ－１ ， ２ｎ ， ｎ＋１ ， ３ｎ ， ２ｎ＋１， ３ｎ＋１

２ 図のような縦の長さがａ㎝，横の長さがｂ㎝の長方形があります。周の長さを求めなさい。

ｂ㎝

ａ㎝

３ 図のような縦の長さがａ㎝，横の長さがｂ㎝の長方形があります。長方形の各辺の中点を結んで

四角形をつくりました。つくった四角形の面積を求めなさい。

ｂ㎝

ａ㎝

４ 下の（１）～（４）の中に，３ａ＋５ｂという式で表されるものがあります。その番号を○で囲

みなさい。

（１）りんごが３個入った箱がａ箱とりんごが５個入った箱がｂ箱あります。それぞれの箱に入っ

ているりんごの数の合計（個）

（２）３㎞の道のりを時速ａ㎞で走ったときの時間と５㎞の道のりを時速ｂ㎞走ったときの時間の

合計（時間）

（３）３分間にａ の割合で水が出る水道と，５分間にｂ の割合で水が出る水道から，水を同L L
時に１分間出したときの水の量（ ）L

（４）１辺ａ㎝の正三角形と１辺ｂ㎝の正五角形を，針金で１つずつ作ったときに使った針金全体

の長さ（㎝）



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜準備問題②・解答＞

１ ｎ－１ ， ２ｎ ， ｎ＋１ ， ３ｎ ， ２ｎ＋１， ３ｎ＋１

２ ２ａ＋２ｂ（㎝）

１
３ ａｂ（㎝ ）２

２

４ （１） （２） （３） （４）



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜基本問題＞

組 番 名前

１ ２けたの自然数と，その十の位の数と一の位の数を入れかえてできる２けたの数との和を求めま

す。次の問いに答えなさい。

（１）和はどんな数の倍数になりますか。

（２）前問（１）になることを文字式を使って説明しなさい。

２ ２けたの自然数から，その十の位の数と一の位の数を入れかえてできる自然数をひきます。次の

問いに答えなさい。

（１）差はどんな数の倍数になりますか。

（２）前問（１）になることを文字式を使って説明しなさい。

３ 次の等式をχについて解きなさい。

（１）３χ＋６ｙ＝１２ （２）３ｙ＝２χ－８

（３）１０＝－５χ－１５ｙ



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜基本問題・解答＞

１（１）１１の倍数

（２）２けたの自然数を１０ａ＋ｂと表すと十の位と一の位の数字を入れ替えた数は１０ｂ＋ａと

表せる （ａは１以上９以下，ｂは０以上９以下の整数）。

和を求めると １０ａ＋ｂ＋１０ｂ＋ａ

＝１１ａ＋１１ｂ

＝１１(ａ＋ｂ)

ａ＋ｂは自然数なので，１１（ａ＋ｂ）は１１の倍数になる。

２（１）９の倍数

（２）２けたの自然数を１０ａ＋ｂと表すと十の位と一の位の数字を入れ替えた数は１０ｂ＋ａと

表せる （ａは１以上９以下，ｂは０以上９以下の自然数）。

差を求めると １０ａ＋ｂ－(１０ｂ＋ａ)

＝１０ａ＋ｂ－１０ｂ－ａ

＝９ａ－９ｂ

＝９(ａ－ｂ)

よって９の倍数になる。

３ｙ＋８
３（１）χ＝－２ｙ＋４ （２）χ＝ （３）χ＝－３ｙ－２

２



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜応用問題①＞

組 番 名前

１ 円の半径をｒ㎝，円周を ℓ ㎝とすると ℓ ＝２πｒが成り立ちます。次の問いに答えなさい。

（１）ℓ ＝２πｒの式をｒについて解きなさい。

（２ （１）で求めた式を使って，円周が４０π㎝の円の半径を求めなさい。）

２ 図のように，縦がａ㎝，横が２ａ㎝の長方形があります。辺ＡＢを軸として回転させて回転体を

作ります。次の問いに答えなさい。

ａ２
Ａ Ｄ

ａ

Ｂ Ｃ

（１）回転体の体積を求めなさい。 （２）回転体の表面積を求めなさい。

ａ

３ 右のようなカレンダーがあり，図のように３つの数を縦に囲みます。この３つの数を ｂ とする

とき，次の問いに答えなさい。 ｃ

（１）ｂ，ｃを，それぞれａを使って最も簡単な式で表し

なさい。 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

10（２）ａ＋ｂ＋ｃは３の倍数である。 ４ ５ ６ ７ ８ ９

11 12 13 14 15 16 17文字式を利用して，そのことがらを説明しなさい。

18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜応用問題①・解答＞

ℓ
１（１）ｒ＝ （２） ２０ (㎝)

２π

２（１）回転体の体積 ４πａ (㎝ ) （２）回転体の表面積 １２πａ (㎝ )３ ３ ２ ２

【 】解説

（１） （２）
2a 2a

4 aa
π

a図のような円柱になる。

よって，底面積×高さより，

２ａ×２ａ×π×ａ
３＝４πａ

図のような展開図になる。

よって，底面積×２＋側面積より，

２ａ×２ａ×π×２＋ａ×４πａ
２ ２＝８πａ ＋４πａ

２＝１２πａ

３ （１）ｂ＝ａ＋７，ｃ＝ａ＋１４

（２）

【説明】

ｂ，ｃをａを使って表すとｂ＝ａ＋７，ｃ＝ａ＋１４と表せるから

ａ＋ｂ＋ｃ＝ａ＋（ａ＋７）＋（ａ＋１４）

＝３ａ＋２１

＝３（ａ＋７）

ａ＋７は整数だから，３（ａ＋７）は３の倍数である。したがって，ａ＋ｂ＋ｃは

３の倍数である。



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜応用問題②＞

組 番 名前

１ ２つの半円と長方形を組み合わせて，周の長さが４００ｍのトラックをつくります。次の問いに

答えなさい。

（１）半円の半径をｒｍ，直線部分ＡＢの長さをχｍとして，等式をつくりなさい。

χ

Ａ Ｂ

ｒ

（２）前問（１）でつくった等式をｒについて解きなさい。

半円 長方形 半円

（３）直線部分ＡＢを７０ｍにすると半円の半径は何ｍになるか，円周率πを３ １４として求め.
なさい （小数第二位を四捨五入して小数第一位まで求める）。

２ ８でわると４余る整数と８でわると５余る整数の和を求めます。次の問いに答えなさい。

（１）８でわると余りはいくつになりますか。

（２）前問（１）になることを文字式を使って説明しなさい。



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜応用問題②・解答＞

－χ＋２００
１（１）２χ＋２πｒ＝４００ （２）ｒ＝ （ｍ） （３）４１４（ｍ）.

π
（χ＋πｒ＝２００）

【 】解説

（１）
Ａ Ｂ Ａ Ｂ

χ χ

rr + ・

トラックの長さは，長方形の２辺（ＡＢ）＋半径ｒの円周より，

２χ＋２πｒ＝４００

２（１）１

（２ 【証明】）

８でわると４余る整数は８ａ＋４，８でわると５余る整数は８ｂ＋５で表わせる。

整数の和は （８ａ＋４）＋（８ｂ＋５）

＝８ａ＋８ｂ＋９

＝８ａ＋８ｂ＋８＋１

＝８(ａ＋ｂ＋１)＋１

よって１余る



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算 「文字式の利用」＜応用問題③＞

組 番 名前

１ かずとくんとさつきさんは，連続する４つの奇数の和と連続する４つの偶数の和がそ

れぞれどんな数になるか調べています。このことについて，次の（１ （２）の問い），

に答えなさい。

まず，かずとくんは，連続する４つの奇数の和について，調べた結果から次のことを

予想しました。

【 】連続する４つの奇数の和は，４の倍数になる。予想

上の【 】が成り立つことは，次のように説明できます。予想

【 】説明

ｎ を整数とすると，連続する４つの奇数は，

２ｎ＋１，２ｎ＋３，２ｎ＋５，２ｎ＋７と表される。

それらの和は，

（２ｎ＋１）＋（２ｎ＋３）＋（２ｎ＋５）＋（２ｎ＋７）

＝２ｎ ＋１ ＋２ｎ ＋３ ＋２ｎ ＋５ ＋２ｎ ＋７

＝８ｎ ＋１６

＝４（２ｎ＋４）

２ｎ＋４は整数だから，４（２ｎ＋４）は４の倍数である。

したがって，連続する４つの奇数の和は，４の倍数になる。

（１ 【説明】では，８ｎ＋１６ を ４（２ｎ＋４）と変形しています。このように式）

を変形するのは，４の倍数であることを示すためです。しかし，式の変形の仕方に

よっては，違う数の倍数であることを示すこともできます。例えば，それはどんな

倍数ですか。下の□に当てはまる数や式を書きなさい。

８ｎ＋１６＝ （ ）と変形できるので， の倍数である。

次に，２人は，連続する４つの偶数の和がどんな数になるか話し合っています。

さつきさん「連続する４つの奇数は４の倍数といえたけど，連続する４つの偶数

はどんな倍数になるのだろうね 」。

かずとくん「きっと，連続する４つの奇数の和のように，４の倍数や，ある数の

倍数になるのではないかな 」。



そこで，かずとくんは，n を整数として，連続する４つの偶数を ２ｎ，２ｎ＋２，

２ｎ＋４，２n＋６と表し，それらの和を次のように計算しました。

【 】かずとくんの計算

２ｎ＋（２n ＋２）＋（２n ＋４）＋（２n ＋６）

＝２ｎ ＋２ｎ ＋２ ＋２ｎ ＋４ ＋２ｎ ＋６

＝８ｎ ＋１２

＝４（２ｎ ＋３）

（２）上の【 】から，連続する４つの偶数の和は，２ｎ＋３の４倍にかずとくんの計算

なることがわかります。２ｎ＋３はどんな数ですか。最も適当なものを，次の ～ア

のうちから１つ選びなさい。オ

連続する４つの偶数のうち小さい方から２番目の偶数ア

連続する４つの偶数のうち小さい方から３番目の偶数イ

連続する４つの偶数のうち小さい方から１番目の偶数とウ

２番目の偶数の間にある奇数

連続する４つの偶数のうち小さい方から２番目の偶数とエ

３番目の偶数の間にある奇数

連続する４つの偶数のうち小さい方から３番目の偶数とオ

４番目の偶数の間にある奇数



数学２ １章 文字を用いた式の四則計算「文字式の利用」＜応用問題③・解答＞

１

（１）解答例１：８ｎ＋１６＝ ８（ｎ＋２）と変形できるので，８の倍数である。

解答例２：８ｎ＋１６＝ ２（４ｎ＋８）と変形できるので，２の倍数である。

（２） 連続する４つの偶数のうち小さい方から２番目の偶数と３番目の偶数の間にエ

ある奇数

１番目 ２番目 ３番目 ４番目

２ｎ ２ｎ＋２ ２ｎ＋４ ２ｎ＋６

↑

２ｎ＋３（奇数）


